






要旨:小児慢性特定疾患は疾患が多岐にわたっており、それぞれの疾患に応じた対応が必

要である.しかし、患児の療育の基盤は家庭であるため、保健所は、家庭における療育の

確保を図るため、学校及ぴ医療機関との連携調整を緊密にする必要がある。同時に、親の

会の育成、ボランティアの養成、あるいは研修会の企画等を通じて、家族や健常人を対象

とした病気の啓発活動を行なうことや、調査研究を通して事業の評価を行なう等、保健所

の果たすべき役割は大である。更には、地域の在宅ケアの推進を図るため、保健・医療・

福祉等の関係団体を網羅した患者・家族に対する総合的な支援システムの確立が望まれる.

このためには、保健所における小児慢性特定疾患の個々の症例を地道に積み重ね、疾患毎

に応じた疾病対策を確立していくことが重要である。


